
第7回代議員会を4月18日に予定していましたが、新型コロナウイルスの感染防止のため急遽書面決議による同意をいただくこ
とになりました。
議事は、令和元年度の事業報告及び決算、令和2年度の事業計画及び予算案の承認、並びに役員の承認などが主な議題です。
御牧ふれあいの郷づくり協議会も皆様に支えられ7年目を迎えました。その間協議会の活動も、各部会での活動や実行委員会に
よる各事業への取り組み、平成30年度から始まった市民交流サロンの運営など年々増えてまいりました。
一方で、北御牧地区の人口減少は急速に進んでいます。合併前から比較すると1,000人減り、4,600人台になっています。人口
減少の大きな要因のひとつに転入・転出の差による社会減があります。進学のため多くの若者が県外に出ますが、一旦出ると
帰って来ない方が多いのが現状です。協議会では、帰って来たくなる、帰って来られる地域を目指して行かねばと考えてお
り、微力ながらも活動を通じて取り組んで行きたいと考えております。引き続き、皆様のご支援ご協力をお願い致します。
なお、役員は次の通りです。（任期2年）お世話になりますがよろしくお願い致します。

 御牧ふれあいの郷づくり協議会　会長　荻原　輝久

書面決議につきましては、61名の代議員の皆様宛てに賛否の意思表示並びにご意見等を記載して4月30日までに返送してくださ
るようお願いしてありましたが、52名の代議員の皆様から返信をいただき、すべての議案が賛成多数で承認された旨ご報告申
し上げます。また、いただいたご意見につきましては、今後の協議会の運営に活かせるよう努めて参りたいと存じます。

この本は江戸時代初期の人、早武新助が『八重原いわれ書き　
完』という書物を書き出すという話から始まる初代黒澤嘉兵衛吉
重（吉重は名乗り）の伝記です。平成２８年に発刊された『黒澤
嘉兵衛物語』（黒澤夢都子・著）を主たる参考文献にして、初代
嘉兵衛の生き様が漫画化され、わかりやすく描かれています。

漫画作画は塩尻市在住のイラストレーター溝口史恵さん。江戸時
代初期の人々の生活がどのようであったのかを描き出すことに苦
労したと伺っています。登場人物のキャラクター設定、当時の
人々の住居・服装、用水堰開削の工法・工具について表現するた
めに、かなり勉強をされたようです。

この書籍の発刊のきっかけは渡邉正喜さん（島川原）の強い思いに
よるものです。前述の『黒澤嘉兵衛物語』が北御牧中学校の生徒に
なかなか読まれていないという実情を知り、何とか読みやすい読本
ができないかと企画を立てたのが渡邉さんでした。歴史的事実や古
文書資料に添って作品が作れられているかの校正は荒井良勝さん
（下八重原）が担当しました。特にお二人が果たした発刊のための
努力は、並々ならないものがあります。

物語を書き終えた早武新助は八重原台地から眼前に広がる稲穂水田
の遠くに蓼科山を望みながら願います。“小諸や八重原の幾千もの先
人たちが願ったように、この地が幾千年も豊かな地でありますよう
に─”と。

書籍の発行日は令和２年３月１６日。発行は「八重原の歴史と維持を学
ぶ会」、編集・制作は（有）トミー企画。北御牧公民館にて８００円で
配本中。

八重原新田開発の祖
漫画 黒澤嘉兵衛物語

書籍紹介

地域づくり支援員の吉沢健二です。
6年余の長きにご尽力いただいた青木正良さんの後任として、この４月よりお世話になっております。協議会には
今までも広報部で少し関わらせていただいておりましたが、皆様方のご協力を賜りながら、地域ビジョンの「みん
なが元気に生き生きと暮らせる」地域づくりの一助となるよう頑張りたいと思います。公民館業務も兼務していま
すので北御牧庁舎に用事があっても無くてもお寄りください。どうかよろしくお願いいたします。

会長　荻原輝久　副会長　真田賢一郎　井出容子　小林　政　会計　岩下正浩　事務局長　掛川久喜

理事　関　清秀　渡邊真也　山浦千明　白倉卓馬　小林和男　岡田真平　荒井昭成　滝澤栄一
　　　岩下欣弘　依田文子　田丸幸子　小林敬子　田中和弘　岩下俊裕　岩下寿善

監事　関　益巳　大塚裕子

顧問　水科勝吉　渡邊正喜　青木正良　窪田俊介　中村真一

北御牧の人の動き （令和２年３月末現在）

サロンギャラリー　吊るし雛展示

総人口　４，６７１人（－２５人）
　男　　２，３１８人（－１６人）
　女　　２，３５３人（－９人）

転入　２６人　出生　　２人
転出　３５人　死亡　１３人　その他　５人

（）内は、令和２年１月末との対比

地域づくり支援員より  ごあいさつ

御牧ふれあいの郷づくり協議会
代議員会は書面決議となりました。
御牧ふれあいの郷づくり協議会
代議員会は書面決議となりました。

御牧の郷だより御牧の郷だより
み　    　まき さ と
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「あんしん情報キット」を冷蔵庫に！
備えあれば憂いなし 一家に1つ、ご準備を備えあれば憂いなし 一家に1つ、ご準備を

「あんしん情報キット」とは?

御牧ふれあいの郷づくり協議会 生活環境部会
北御牧地区民生児童委員協議会
北御牧地区区長会
協力:東御市・東御市社会福祉協議会

自宅で具合が悪くなったときなど、万が一の場合、
救急医療などで適切で迅速な処置ができるよう、か
かりつけ医や服薬内容、緊急連絡先などの情報を入
れたキット(容器)です。このキットを冷蔵庫の中に
保管しておき、救急医療やご家族等への迅速な通報
に活かすことによって、地域の方々の安心した生活
を支援します。

①「あんしん情報カード」に記入します。
②キットにあんしん情報カード等を入れ、必ず冷蔵
庫の中に保管します。
③シールは、玄関の内側など、目立つ場所に貼り付
けます。(※専用キットを救急 隊員等に知らせるため
に、発見しやすい定められた場所に必ず貼り付けを)
④異変発生時に、気づいた人が通報します。
⑤救助隊員が駆けつけ、状況により冷蔵庫からキッ
トを取り出します。
⑥カードを活用して救助活動を行います。

あんしん情報キットの使い方

あんしん情報キットをご自宅に設置するためには?

①あんしん情報カード」の設置は、原則、区ごとに進めます。(希望の区に全戸配布予定)
②各戸で別途負担金は徴収せず、区の予算等で設置をお願いします。(各戸1個200円程度)
③「支えあい台帳」の整備・更新と並行して進める場合には、補助金等の活用が可能です。
④区ごとに導入をご検討いただくため、区長さんの了解を得て、各区の会合でご説明します。

あんしん情報キットの留意点
①本人やご家族等の同意を得ることなく、 救急隊員
や発見者等が冷蔵庫を開けて キットを取り出すこと
があります。
②救急隊員が状況に応じて活用します。活用を約束
するものではありません。
③搬送先を決める場合、症状等の状況次第でカード
に記載の「かかりつけの病院」に搬送されない場合
があります。
④カードの情報に変更があった時は、内容を書き換
えてください。(適宜更新を)

スタッフを募集しています!

みまきっ子体験クラブ(北御牧友遊クラブ)は「地域を拠点!地域の材料!」をクラブの
テーマとし、この地域特有の自然や文化を活用した体験を通して地域で子どもを育む旧
北御牧村当時から続く歴史あるクラブです。東御市合併後には、東御市教育委員会から
の補助を受けて正式名称を「北御牧友遊クラブ」に変え活動を続けています。
このクラブでは保護者とスタッフとが手を取り合って準備をし、子どもたち自身が主体
的に取り組める活動を計画しています。子どもを真ん中に子どもに関わる人、皆が元気
になる「みまきっ子体験クラブ」を目指します。大勢のご参加をお待ちしております。

参加申込はこちら

活動場所 …… 東御市 他各所 ※7月海の交流会(上越市名立地区)・9月山の交流会(北御牧地区)は宿泊の予定です。
活動日(予定)… 7月18-19日(土-日)、9月26-27日(土-日) 11月15日(日)、1月24日(日)、3月14日(日)
募集対象 …… 北御牧小学校1~6年生 定員30名程度
参加登録料  …   無料　※宿泊等、活動費が必要な場合にはその都度徴収させていただきます。
 (昨年度は海の交流会で5,000 円、山の交流会で2,000円を徴収しました。) 
申込方法 …… 6月19日(金)締め切り**厳守**
 右のQRコード(URL)より参加のお申し込みを行ってください。
 申込多数の場合には先着順となります。ご注意ください。 
 申込結果に関しては、第1回のご案内と併せて6月下旬頃にご連絡いたします。
 参加申込URL　　　 https://forms.gle/NH5NJyHNjvcp58QF7

お問い合わせ先：北御牧友遊クラブ実行委員会事務局(公財)身体教育医学研究所 担当:谷 TEL:61-6148

この活動を進めるためには地域の皆様のご協力が必要不可
欠です。現在も地域の有志の方々にご協力いただき何とか
活動を進められている現状にあります。地域の皆さんの中
で北御牧の子ども達に『こんな体験をしてほしい!』『こ
んなことをしてあげたいな~』という想いをもった方々
に、お力添えをいただきながらより良い活動を創っていき
たいと考えています。
今後もこの活動を継続し、更に充実したものにするために
みまきっ子体験クラブにお力添えいただきますよう何卒よ
ろしくお願いいたします。スタッフとしてご協力いただけ
る方は、下記よりご連絡ください。

昨年度は郷づくりの会青少年育成部会様、北御牧・名立友好協会様からご支
援をいただき活動を実施させていただきました。この場をお借りして御礼申
し上げます。

キット(容器)に入れるもの
◎あんしん情報カード（医療情報記録用紙）
　　医療情報、緊急時連絡先等を記入

◎一緒に入れておいた方が安心なもの
　　診察券（写）健康保険証（写）
　　写真（本人が確認できるもの）
　　薬剤提供書（写）・お薬手帳（写）

×キットに絶対に入れてはいけないもの
　　現金・通帳・印鑑・
　　鍵などの貴重品

令和２年度参加者募集要項

「子どもをまんなかに」元気な地域を目指して一緒に活動をしませんか…？

みまきっ子体験クラブとは?


